
北広島市子どもの権利条例素案 たたき台 
○各条文、たたき台のため、文章統一化していない。 
 
 
第１章 総則 
 （目的）  
第１条 この条例は、市民に子どもの権利を普及させ、子どもの最善の利益を第一に考えながら子

どもの権利を保障することを目的とします。 
 （定義）  
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ各号の定めるとおりとしま

す。 
 (1) 「子ども」とは、市内に居住または通学、通勤している 18 歳未満の人と、高校等の学びの

施設に通学する 18 歳の人をいいます。 （保留） 
 (2) 「保護者」とは、親及び児童福祉法に規定する里親または保護受託者、その他親に代わり子

どもを養育する者をいいます。 
 (3) 「育ち・学ぶ施設」とは、児童福祉法に規定する施設、学校教育法に規定する学校、その他

子どもが育ち、学ぶために利用する施設をいいます。 
 (4) 「施設関係者」とは、育ち・学ぶ施設の設置者、管理者、職員等をいいます。 
 （責務） 努力規定にするか義務規定にするか保留 

第 3 条 市は、子どもの権利を尊重し、あらゆる環境の整備を通じて、これを保障します。 
２ 保護者は、子どもの成長について第一義的責任があることを認識し、その養育する子どもの権

利を保障します。 
３ 施設関係者は、子どもに関わる施設において子どもの権利を保障します。 
４ 市民等は、家庭、学校、地域の中でお互いに連携・協働し、子どもの権利を保障します。 
５ 事業者は、市の施策に協力し、雇用している子どもの権利を保障します。 
 
第 2 章 子どもの権利  
 （安心して生きる権利）  
第 4 条 子どもは、健やかに、安心して生きることができます。そのために、主として次のことが

保障されます。 
 (1) 自分の命がかけがえないものとして元気に生きていくこと。 
 (2) 愛情と理解をもって育まれること。 
 (3) 健康に配慮され、適切な医療を受けること。 
 (4) あらゆる危険から身が守られること。 
 （守られる権利） 
第 5 条 子どもは、自分を守り、また自分が守られることができます。そのために、主として次の

ことが保障されます。 
 (1) あらゆる権利の侵害から逃れられること。 
 (2) どんな時も、差別や暴力、いじめを受けることなく安心して生きていくこと。 



 (3) 個性が認められ、人格が尊重されること。 
 (4) 自分が持っている能力に気づき、能力を伸ばすための支援を受けること。 
 (5) 自分で解決できない時、友達や大人から支援を受けられること。 
 (6) プライバシーが守られ、誇りを傷つけられないこと。 
 (7) 子どもであることを理由に不当な扱いを受けないこと。 
 （よく育つ権利） 
第 6 条 子どもは、自分を豊かにし、自他共により良く育つことができます。そのために、主とし

て次のことが保障されます。 
 (1) 遊ぶことを通して、豊かな心を育み、良好な人間関係を築くこと。 
 (2) 学ぶことを通して、人間的発達を目指すこと。 
 (3) 自分の能力を伸ばすため、文化芸術、運動・スポーツ及び自然に親しむこと。 
 (4) 成長に応じた主体性を身につけること。 
 (5) まわりの人達の意見を参考にしながら自分の将来を決めること。 
 (6) 自分の幸せな未来実現に向けて、いろいろな情報を知ること。 
 （参加する権利） 
第 7 条 子どもは、社会を構成するパートナーとして自ら社会に参加することができます。そのた

めに、主として次のことが保障されます。 
 (1) 自分が所属する社会の発展に向けて、自分の考えを表明し、尊重されること。 
 (2) 自己の成長と幸せに向けて仲間をつくり、仲間と集うこと。 
 (3) 参加するにあたり、年齢・成長にあわせ適切な支援を受けられること。 
 
第 3 章 子どもの生活の場での権利の保障 
 （子どもの生活の場での権利） 
第 8 条 子どもは、あらゆる生活の場において権利が保障され、大人の愛情と理解をもって育まれ

なければならない。 
 （虐待の禁止） （虐待・体罰について今後も論議するので保留） 

第 9 条 虐待は、子どもの人格を否定する行為であり、いかなる場所でも行ってはならない。 
 （親及び保護者の役割）  
第 10 条 保護者は、その養育する子どもの権利保障に努めるべき第一義的な責任者です。 
2 保護者は、その養育する子どもが権利を行使する際に、子どもの最善の利益を確保するため、

子どもの年齢と発達に応じた援助を行うものとします。 
 （育ち・学ぶ施設の役割）  
第 11 条 育ち・学ぶ施設は、子どもの豊かな人間性と多様な能力を育むために重要な場です。 
2 施設関係者は、子どもの様々な権利が保障されるよう努めなければならない。 
3 学校においては、人権教育及び子どもの権利について学ぶ機会を設けるよう努めることとする

。 
 （地域の役割） 
第 12 条 市民は、地域において子どもの権利が保障され、子どもが健やかに成長していくことが

できるように支援します。 



2 市民は、地域において子どもを育てるという意識を持ち、身近にいる子どもに関心を持ち、見

守り働きかけをするよう努めます。また、必要に応じて子育て家庭を支援し、関係機関への連絡

、相談をします。 
3 子どもが安心して生活できるような地域づくりを目指し、登下校の安全確保に協力し、子ども

にとって有害な出版物、画像から守るように努めます。 
4 子どもが地域の一員として、地域活動に主体的に参画できるよう努めます。 
 
第 4 章 子どもの参加のしくみ 
 （子どもの参加等の促進） 
第 13 条 市は、まちづくり及び市の施策について、子どもが意見を表明し、参加する機会を設け

るようにします。 
2 施設関係者は、施設の行事・運営等について、子どもが意見を表明し、参加する機会を設ける

ようにします。 
3 市民は、地域の文化、スポーツ活動等について子どもが意見を表明し、参加する機会を設ける

ようにします。 
 （子どもの視点に立った情報発信等） 
第 14 条 市及び市民は、子どもの参加の促進を図るため、子どもに関わる施策、取り組み等につ

いて分かりやすい情報発信等に努めます。 
 （子ども会議）  
第 15 条 市長は、子どもがまちづくり、市政などに意見を表明し参加できるようにするために、

北広島市子ども会議を開催します。 
2 北広島市子ども会議は、会議としての意見などをまとめ、市に提出することができます。 
 
第 5 章 相談及び救済           
第 6 章 市の施策                
第 7 章 子どもの権利の保障状況の検証   
第 8 章 雑則 


